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I・は じ め に

昭和57年3月10日，広島県教育委員会は，大朝町教育委員会から町内の道路工事現場で石棺

が発見された由通報をうけた。これに基づき県教委は， 3月12日に現地調査を行ったところ，

これは国道261号線改良工事に伴う法面掘削によるものであり，現地は周知の遺跡として保存

の対象とした赤城跡であった。

国道261号線改修に係る遺跡については，昭和51年10月に加計土木事務所と県教委との間で，

その取扱いについて協議し， これに係る2遺跡のうち，千代田町の河原山2号遺跡は昭和54年

4月に，大朝町の寺宗地遺跡は昭和56年10月に， それぞれ事前の発掘調査を実施している。今

回発見された石棺は，周知の遺跡である赤城跡内であり，当初は工事計画地内に含まれないこ

とになっていたものが，地質調査の結果，地盤が軟弱であることが明らかとなって，急迩追加

工事区域となったものであり，周知の過跡に対する事業者の安易な態度が改めて問題となった。

しかし，施工中の土木工事を中断することは勿論，地元の道路建設にかけた期待を裏切ること

はできないことから，県教委としては， （肋広島県埋蔵文化財調査センターに調査を委託して，

記録保存の調査を実施することになった。

発掘ならびに報告書の作成は， （助広島県埋蔵文化財調査センター調査研究員青山透が担当し

て行った。

第1図赤城跡周辺遺跡分布図(1 :50000)

1.赤城跡2.岡の段遺跡3.地宗寺遺跡4.極楽ノ鼻遮跡5.横路過跡6.烏帽子岩過跡7.八栄神社葉子丸遺跡

8．大仙遣跡9.河原山遺跡10.平家ケ丸城跡 11.小倉山城跡12.小奴可城跡13.小実城跡 14.茶臼山城跡

15.四十九城跡16.日野山城跡 17.商丸城跡(蜂火台か） 【弥生時代後半期の遺跡と城跡を示した｡】
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Ⅱ・調査の概要

当該地は，大朝町新庄字宮ノ庄小字赤城にあたり， その名の示すとおり中世山城として知ら

れる。標高410mの急峻な山頂に位置し，間近に島根県境を臨み，平野部からの比高差は100

m以上である。また，北方に小倉山城跡，南方に日野山城跡を遠望でき，両城のほぼ中間地点

に存在する。眼下には可愛川が南流し，新庄平野一帯を眺望する良好な位置を占める。

当城跡は，過去の表面観察によると北方に向って三段の郭が廻り，西側最高所には土塁が構

築され，南側は堀切りで尾根の分断を図るコンパクトに纒まった山城であることが解かる。

調査区は，前述のとおり重機による掘削が著しく崖状を呈する断面に，石棺2基が半壊の状

態で露呈し，郭と思われる北側平坦部は，既に大部分掘削を受けている状態であった。

調査は諸条件の絡みにより石棺の調査から開始し，山城築城の際，それ以前の遺構は削平さ

れている可能性もあったが，遺存する郭の部分にトレンチを設定した。この結果，調査区南端

部に土城一基，中央部東側斜面で段状遺構と土壌三基を，西部平坦部で瀕犬遺構と柱穴，城跡

に伴う土塁の段，郭の段落を検出した。

遺構は浅い箇所で表土下20cmで検出し，土層は丘陵斜面部に向って厚く堆積する状況である。
1） 2）

なお，本跡周辺は近年開発が増加し,地宗寺遺跡（旧石器・弥生時代中期末),横路遺跡(弥生

時代前期・後期，古墳時代初頭）の遺構力雅認され重要な資料が蓄積されている。また，本跡

周辺の地理，歴史的環境については上記報告書に詳しいので参照されたい。

注1）側)広脇県埋蔵文化財調査センター『地宗寺遺跡発掘調査報告』1982

2）横路遺跡発掘調査団『横路遺跡』1982

※ 大朝町史編纂委員会『大朝町史』上巻1978

第2図赤城跡周辺地形図(1 :5000)
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Ⅲ、遺 構409．80m

1号石棺

調査区北崖面に露

呈したもので半劇犬

態であった。石棺の

墓穰は隅丸長方形を

呈し，推定長は2m

を超えるものと思わ

れ，城郭地山平坦部

より切り込まれてい

る。西側辺は二重に

掘り込まれ，幅20cm

のテラス部をもつ。

蓋石は三枚遺存し，

各石の間隙には淡青

白色の粘土を多量に

，より密封性を高め

I

第5図 1号石棺実測図（1 ：40） pごvﾉ'、｣-と委墨1－

使用し，目地としている。また，蓋石は北方より横架され，各石は重復し，より密封性を高め

ている。側石は四枚遺存し，やや不整形な板石で上端部の高さのみ意識して構築されている。

特に，南端部の側石下端部は地山に含まれる軟礫を削り出し，側石を据えている。棺内法は，

幅31～40cmで頭部(北)に向って開く形態をとる。棺内には人骨一体分が遺存した模様であるが，

原位置を保つものは下肢骨以下であり，最も遺存のよい左脛骨は，長さ31.0cm,断面2～3cm

を測り成人葬であることが解かる。詳しくは分析の機会を待ちたい。

なお，朱･赤色顔料等の塗布は認められず，遺物も出土していない。
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1号石棺（西より）左，人骨出土状態（右）
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2号石棺

調査区西端部に位置し，現状では

蓋石二石と小口石が一石除去されて

いたが，ほぼ全様の解かるものであ

る。墓城は隅丸長方形を呈し，地表

下20cmで検出される。蓋石は比較的

薄いものを用い，石の間隙には若干

の粘土塊が認められ，側石とのレベ

ル調整を図る小礫が看取される。側

石は北側三枚，南側四枚，小口石各

一枚で構成され，南側と西側の石の

下端部は,城底面壁際を幅15cm程度L

字状に掘り込んだ溝部に埋め込まれ

ている。側石の大きさは，ほぼ大き

さの揃ったもので60×40cm大のものｰザノ』口uジグｰuv"~曹曹グ、基写し凸凸凸ノ廷v〆凹琶〆
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第6図2号石棺実測図（1 ：40）

を横積し，棺内法は幅40～54cmで頭

部(西)に開く形態をとる。なお，朱･赤色顔料の塗布は認められず，遺物も出土していない。
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－ 1号土壌

調査区の南端部に位置し

表土下40cmで検出した土壌

である。墓城は西部が若干

広がり，隅丸長方形を呈す

る。壁面小口部は，ほぼ垂

直に掘り込まれ，擬底面に
0

幅15cm,深さ15cm程度の溝

が掘り込まれ，各々ほぼ逆

三角形の板石を立て据え，

二石の上端部の高さは，ほ

-1mぽ同一である。おそらく木

棺を蝋内したものと考えら

れ，西側辺中央部に棺台に

－410．60m
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一
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第7図 1号土城実測図（1 ：40）

使用されたかと思われる小礫が，底面に接して検出しているが，セクション観察による墓壌覆

土は，淡褐色砂質土で木棺の痕跡等は認めることはできなかった。また，墓城の小口西部が東

部より若干広い形態を示し，頭位は西方向で，成人葬と考えられる。

墓嫉東側に浅いピット状の遮構が検出されたが，城の時期に伴うものであろうか。

なお，規模および2～4号土狭については，一覧表を参照されたい。
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遺構名 墓壌平面形 長軸方位 備 考

長軸×短軸 畏軸×短軸

西辺二段掘り，
成人人骨

1号石棺 隅丸長方形 2m以上× N15.W？×50～

2号石棺 N90｡W隅丸長方形 220×100 200×60

N66｡W 両小口に石あり1号土轆 隅丸長方形 184×52208×80

今
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N43｡W2号土鞭 長方形 176×55 155×48

墓標石か,蓋石か？
小児用か

3号土壌 長方形 NOoW66×40 57×35 Ⅳ
’
㈹ N46｡W 小児用か4号土砿 長方形 86×3694×48 0 1m

石棺.土城計測一覧表（単位cm) 第8図2～4号土城実測図(1:40）
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Ⅳ、遺 物

第9図-1は，調査区中央の溝状遺構付近で出土したもので，甕形土器の口縁部小片である。

頚部からほぼ垂直に立ち上がる口縁の外面は，櫛状工具による凹線がよく認められ， 6～7条

看取される。内面は風化が著しいが，ナデ調整と思われる。

第9図-2は，南端部のトレンチ内出土のもので土師質鍋の破片である。斜め上方に直線的に

のびる体部外面は，指頭調整，指ナデ調整が認められ，口縁部に向ってナデ調整されている。

口縁端部は平坦に整形し，直下に断面三角形の凸帯を貼り付けている。内面はナデ調整で平滑

である。

V・おわりに

今回の調査の結果，赤城構築以前の墳墓群を確認できた。この墳墓群は石棺，土壌で構成さ

れ，頭位方向の規則性はある程度窺われ，重複関係のないものである。工事中に発見された絡

みもあり， また，全面発掘に及んでいないためその数は確定的ではないが，おそらく北方に延

びる地点に広がっていたものと思われる。また， 2号土壌付近の段状遺構は， これら土壌造営

のためのテラス面と考えられる。西部トレンチ内の溝状遺構は赤城土塁の下端部にあたり，河

原石の集石が認められ，土塁の土止めとも考えられるが，付近より第9図-,の土器が出土して

いる｡この土器は，弥生時代後期後半の時期を当てることが可能であり， ピットとの関連から

考え合せると住居跡の可能性もある。

墳墓群より直接に伴出遺物がないため，時期決定に困難を伴うが，大旨，弥生時代終末期を

当てることが可能であろうか。山間地域の当該期のこのような墓制のあり方は，被葬者間の差

は認められず，血縁的紐帯を媒介とした小集団によって形成されたものであり，次期古墳時代

の墓制のあり方と関連して貴重な資料を付加した。

赤城跡に直接伴う遺構は，土塁と郭の落ち込みラインを確認したに留まった。土塁は丘陵頂

部の自然地形を残し，東側を地山まで削り出したものであり，東側の郭はその整地層であるこ

と力翰われた。第9図-2の土師質の鍋は，赤城跡の機能した時期の遺物と考えられ，室町時代

後半を当てることが可能であろう。

赤城跡の歴史について記録はないが，当地域に進出，支配した吉川氏の居城， 日野山城跡の

出城と考えられている。日野山城は，天文19年吉川春元が小倉山城より入城して以来，吉川広

家が天正19年に居城を出雲国富田城に移すまで，本拠として使用されている。赤城跡の西側の

谷部には，中山方面(南)より新庄盆地に入る旧道が通り，里伝によれば当城で峰火を上げてい

たと言われ， その名称が付けられたと考えられる。遺存する遺構も西側と南側の防備に重点が

おかれ，新庄盆地の入口を直接おさえる要地であり， 日野山城の出城はむろんながら，小倉山

城の出城としての機能の時期も考えたい。 （この項目は久枝秀夫氏によるところが大きい｡）

－8－



本調査を実施するにあたって次の方々にお世話になりました。

広島県加計土木事務所・大朝町教育委員会・伊藤組・地元有志・

久枝秀夫氏(大朝町文化財保護委員） ・小田正明氏(大朝町文化財

保護委員・新庄高等学校教諭）

昭和57年3月

赤城跡発掘調査概報
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広島県教育委員会
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